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ボランティアが盛んな地域では、 

うつ発症が少ない 

～参加割合が地域に1割高いと、10％リスクが低い～ 

 

高齢者のボランティアグループ参加が健康増進につながる先行研究は多く存在します。

しかし、ボランティアグループに参加する高齢者が多い地域では、高齢者全体の健康度も

高いのでしょうか。本研究では、地域のボランティアグループへの参加割合と、その地域

に暮らす高齢者のうつ傾向との関連性を検証しました。3年間追跡できた高齢者37,552

人の調査データを用いて、その居住地に応じて522の地域（小～中学校区に相当）に分け

て集計・分析しました。その結果、ボランティアグループ参加割合が10%ポイント高い地

域では、自身が参加しているか否かにかかわらず、地域の高齢者全体のうつ発症リスクが

10%低いことが確認されました。これは地域の高齢者全体のうつ発症リスクが、5歳程度

低い事に相当します。  

 お問合せ先：浜松医科大学健康社会医学講座 博士課程 田村 元樹 D21020@hama-med.ac.jp  

 

 

図：地域レベルのボランティアグループ参加割合と個人レベルのうつ傾向との関連 

（男性: n = 17,575 ; 女性: n = 19,977 ; 地域数: n = 522） 

※以下の要因を統計学的に調整し、リスクの増減（%）を数値化した。 

地域レベル: 居住地人口密度、年日照時間、年間降雨量 

個人レベル: 性別、年齢、家族構成、飲酒、喫煙、教育歴、等価所得、治療中疾患、ＢＭＩ（Body 

Math Index） 
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■背景 

社会参加をしている人が多い地域では、人と人とのつながりや信頼関係が豊かになり、その人が社会参加している

か否かにかかわらず健康度が高い人が多いことが明らかになっています。特に高齢者では、ボランティアグループに

参加することが健康増進に有益であることは様々な研究が示しています。それでは、はたしてボランティアグループ

に参加する高齢者が多い地域では、高齢者全体の健康度も高いのでしょうか。本研究では、地域のボランティアグ

ループ参加割合と、その地域に暮らす高齢者のうつ発症リスクとの関連性を検証しました。 

■対象と方法 

2013-2016年にJAGESが実施した24市町村に存在する65歳以上の要介護認定を受けていない高齢者37,522

人のパネルデータを用いりました。2013年時点の522地域（およそ小-中学校区）ごとに、ボランティアグループへ月

1回以上参加している人の割合を平均値で集計しました。うつ傾向は、高齢者用うつ尺度（15項目版Geriatric 

Depression Scale）を用いて、2013年にうつ傾向が無かった人（GDS＜5）が、2016年にうつ傾向を発症したか否か

（GDS≧5）で評価しました。分析手法は、3年間追跡できた人を対象に、Random Intercepts and Fixed Slopes 

Modelを用いて、地域ボランティアグループ参加割合とうつ傾向との関連性について2レベルのマルチレベルポアソ

ン回帰分析（個人レベルと地域レベル）を用いて検証しました。高齢者自身がボランティアグループに参加している

か否か、性別、年齢、家族構成、等価所得、BMI、喫煙習慣、飲酒習慣、治療中疾患（高血圧、脳卒中、糖尿病、

聴覚障害)、居住地人口密度、年日照時間、年間降雨量の要因の影響を統計学的に調整しました。 

■結果 

対象者のうち、うつ傾向を示した人は10.4%でした。2013年のボランティアグループ参加割合を522地域ごとに集計

した結果、平均は10.6%であり、最小1.1%～最大27.4%の地域差が認められました。回帰分析の結果、地域のボラ

ンティアグループ参加割合が10%ポイント高いと、その地域に暮らす高齢者全体のうつ発症リスクが10%低い結果が

確認されました。この値は、各対象者がボランティアグループに参加しているか否かの影響を差し引いた結果であ

り、すなわち、ボランティアグループに参加する高齢者の多い地域では、ボランティアグループに参加していない人

でも、地域のうつ発症リスク低下の恩恵を受ける可能性が考えられます。また、65～69歳と比較して、75～79歳で

8%、うつ発症リスクが高いことが確認されました。仮にボランティアグループへの参加者が地域に10%ポイント高い

と、上記の通り地域の高齢者全体のうつ発症リスクが10%低いので、70～74歳のうつ発症リスクが65～69歳とほぼ

同水準となります。 

■結論  

高齢者のボランティアグループ参加割合が高い地域に暮らす高齢者は、自身がボランティアグループに参加してい

るか否かにかかわらず、うつ発症リスクが低いことが示されました。 

■本研究の意義  

月1回以上のボランティアグループ参加は実現可能な参加頻度であり、公衆衛生の施策を検討する上で、意味の

ある頻度と考えられます。ボランティアグループに高齢者の参加を促す施策は、地域に住む高齢者のうつ発症リス

クを下げるためのポピュレーションアプローチとして効果的な可能性があります。我が国が推し進める“地域づくりによ

る介護予防”に資する知見が得られました。 
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